
暑中お見舞い申し上げます                           

暑い日が続いていますがお変わりございませんか。 

早いもので７月１８日の１学期終業から１８日目となり、夏休みは半分が終わろうとしています。子

どもたちは、１学期の疲れを癒しながら、元気に夏休みを過ごしていることと思います。 

２２日から２５日までの個人面談では、お忙しい中に時間をつくって来校していただきありがとうご

ざいました。担任からは、「限られた時間ではあったものの、個別に話ができて保護者の皆様との連

携が深まった有意義な機会でした。」との声がたくさんあがりました。今後の教育活動に生かしてい

きます。 

 
１学期終業式について                           

４月７日（月）から始まった１学期、子どもたちは、新しい学年で新しい仲間・担任と日々の学校生

活の悲喜こもごもを感じながら過ごしてきたと思います。集団で生活している以上「悲」の感情を抱く

ことはあったでしょうが、それを受け止めて乗り越える力となる「喜」の感情に至る経験はより多くあっ

たと考えます。 

それは、子どもたちの姿に表れています。４か月足らずの期間ですが、子どもた

ちにとっての４か月は大人のそれとは重みが違います。生活の態度や学習への取

組について、目に見えて向上しています。終業式では、私から見た学年ごとの成長

をスライド使って伝えました。 

 

 

  子どもたちの成長を実感することは、私たち教員にとって１番と言ってい

いほどの喜びであり、またこの仕事のやりがいです。左のスライドを示し

て、このことを知らせました。（コーチングの言葉掛け：存在によってもたら

された感想を伝え、相手を『認める』ことを実践） 
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  話の柱の２つ目として、「１学期をふまえて２学期はさらに成長して

ほしい。今学期に頑張った部分はあなたの良さであり、それをもっと出

していくぞという気持ちを高めて９月１日に登校してほしい。」と話しま

した。ぜひ同様の言葉掛けを家庭でもお願いします。 

  話の最後には、夏ならではの楽しさを満喫して充実した夏休みにし

てほしいことと、楽しい中に危険が隠れていることもあるので、事故無

く、生活の乱れなく過ごしてほしいことを伝えました。 

  確認ですが、福田小校区内の砂浜は海水浴場としては管理体制

が整っていないため水質調査も行われていません。そのため学校とし

て海に入ることを禁止としています。（保護者の管理、判断のもとではその限りではありません） 

 

   

 

 

 

 

 

 

児童代表の言葉では、５年岡●●●●さん、２年山●●●●さんが発表しました。１学期の自分の

姿をしっかり見つめて頑張ったことや課題を述べ、また夏休みのくらし方と２学期の目標を堂々と発表

しました。二人とも原稿が頭に入っているようで、パソコンのカメラに視線を合わせて落ち着いて話す

姿はとても素晴らしいものでした。 

 

 

  夏休みの生活については、生活指導担当の橋●教諭と中●教諭が話をしました。注意することと

して「熱中症と水の事故、メディア（ゲーム）の時間、不審者対応（いかのおすし）」、乗ることがないよ

うに生活してほしい車として「救急車、消防車、パトカー、不審な車」をイラスト等を示しながら伝えま

した。今一度お子さんと安全安心な生活を送るための注意点を確認ください。 

 

 

 

 

 

  今学期も、保護者の皆様には本校教育活動に対して温かいご理解とご協力をいただきました。心

より感謝いたします。来学期も引き続きよろしくお願いいたします。 

  まだまだ暑い日が続きそうです。くれぐれもご自愛ください。 

 

 


